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アイディア１

電子政府全体

技術（Web2.0等）の活用

ホームページ

電子政府を総括しましょう

情報発信にTwitterを活用してみては

パブリックドメイン型のポータル（地域企業や市民も含んだ生活視点のポータル構築）

RSSの採用について

ポッドキャスト（ブログキャスト）の採用

情報オープン化

議論等のオープン化

情報のオープン化の条件 積極的情報公開に向けて

クラウド・ベースのIT調達サイト「Apps.gov」を開設

傍聴禁止の政府の審議会、勉強会等

サイトの情報の英語化

官庁の記者会見をネットでライブ中継せよ

アクセシビリティ法を制定し、アクセシブルなホームページを義務付け

キッズページの集約をした方がよい

社会改革

省庁や役所単位でSNSを立ち上げるべきだと思う

国としての経済成長戦略の確立と実施

課題の提起～電子政府プロジェクトの総括～

利用者が作るオンライン行政サービス（レビュー評価など利用者がサービス提供に参加）

25%削減具体策月内に中間報告、作成過程からの国民の声の反映

情報公開法に米国電子情報自由法の発想を入れた改正をすべき

業務成果物を原則すべてホームページ上で公開する

ユーザーエンパワーメントを実装の提案（ユーザ意見の収集・整理を外部委託）

電子化促進法の提案です。

「事業仕分け」議論の国民との共有手段としてのWeb2.0ツールの活用（議論の公開）

iPhoneでe-デモクラシー（ITによる国民の政治参加）

立法用マークアップ言語と専用Wikiの提案

ワンタイムパスワードと携帯電話の活用（携帯電話での申請）

アクセシビリティ ポリシー

経産省も現業を持つ省庁に

電子政府への移行手段について（利用意向の調査とその結果による推進）

電子手続きの助け合い・草の根サポートに具体的メリットを（IT利用が苦手な方への支援策）

模擬裁判員裁判をインターネット上で

統計情報の省庁横断検索・RSS化

オープン化(情報公開)は不十分。「情報発信」を目指していただきたい。

情報発信～事務次官ブログ・局長ブログの設置

クラウドによる首都機能のバックアップ

「政府の持つ情報は国民と共有する」という基本を確立する

そもそも？アイディア以前の問題として（情報のオープン化の推進）

行政監視の仕組み（公開された情報を監視）

行政電話システムをAsteriskで共通化する（電話、TV管理などの活用と音声記録等）

「国民が創る」行政サービスの未来（ITによる、壁の克服）

海外の動きは？（情報収集とキャッチアップの進め）

政府関係機関の所有するデータの適切な公開により、新たな情報サービスを育成

外国で実現できていることがなぜ日本ではできないのか？（改善のためのきっかけを探す）

企業向けポータルサイト：「行政手続きのワンストップ化」＆「行政支援策のレコメンデーション表示」

国民向けポータルサイト 「家族構成・年収・居住地を入れると受けられるサービスを一覧表示」

どうして「情報通信（産業）省」ができないのでしょう。

テレビでネット＝＞地域の人のつながりに役立つ利用方法開発のチャンス

障がい者のコミュニケーション支援へのＩＴ利活用にも力を

Web2.0（シンプルで使いやすい技術活用）

電子政府よりインターネットの無料化が先では

情報発信と対話

多様な利用者への対応

情報の的確な伝達

電子政府の総括

新組織のあり方

政策形成過程におけるこのサイトの役割は（バーチャル審議会への展開）

電子政府の実現方法

先進事例から学習

クラウドの活用

技術の活用

ニーズ収集と対話

注目のアイディア

ニコニコマーク2個 ポイント40点以上

ニコニコマーク1個 ポイント20点以上
☆ 21日以降でポイント10点以上

（ポイント＝賛成票－反対票）

2009年10月26日10時現在

この分類は事務局が内容を見ながら行ったもので、提案者の意図と異なる分類になっていることがあります。
また、タイトルだけでは本文の内容がわかりにくいものには（）で簡単にアイディアを要約させていただいております。

意図と異なり変更が必要な場合には事務局までご連絡をお願いいたします。

税率の無段階化

IT政策を統一的に検討する組織を

電子政府の活用と公益法人（公益法人の交流プラットフォーム）

履歴書の登録（個人履歴情報の管理）

行政情報の資産価値を推定してみたら？

「事業仕分け」のオープン化

新サービス

保険証などの電子化（お薬ノートなどの電子化）

規制緩和と規制強化（個人情報保護などの制度運用の改善）

Yahooアンサーのようなものがあれば便利（問い合わせや知恵袋的機能の設置）

経産省のホームページは検索しづらい

ITを活用した失業対策

経済産業省による日本版Data.GOV開設への期待

全ての行政情報をWikiのシステムに載せる

民間のサービスを使えないか

行政情報オープン化の前提条件を整え、オープン政府を目指す（オープン化のための法整備）

行政情報のカタログ化

制度整備

公開の推進
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個人の証明など

領収書など○○書の電子化および規格化

公的カード

住基カードの付加価値化

国民ID化

住基カードを一般的な規格に変更する

公的機関発行カードの集約

証明書等の電子化

個人ID

住基カードをかっこよくする

統一番号制度の導入

住民票や戸籍はネットで取れるようにして欲しい

個人履歴クラウドサーバーとアプリケーション

オープンIDの導入

住民票をなくすにはどうすればいいか

投資管理

ＩＴリソースの「must」を試算する（行政を行うのに必要なITのためのリソース（人、資金等）の試算をする）

国の財産として管理する仕組み（国のシステムを府省縦割りでなく全体で管理）

行政のシステムを一つに統合

調達管理

このサイト構築を行った業者名の公表をしましょう

ＩＴ調達の無駄をなくすと同時に中小企業を育成する方法（請負金額の分割払い）

このサイトを実際に制作した業者名を公表しましょう

契約形態の見直しでソフトウエアライセンス費用を削減

受注企業の公表
政府のITシステムには、関わった業者名を表記する

電子政府サービスにもIR（投資家向け情報）を、構築運用費から受託業者名まで

入札説明書や仕様書の公表

業務・手続き

電子手続きの支払い方法について

陸運事務所のわずらわしい窓口

選挙における投票をインターネットで行えるようにして頂きたい

小額決済環境の作成

個別手続きの改善

用語や説明をわかりやすくしてほしい

申請のワンストップサービスについて

納税などをネットで出来るようにして欲しい。

業務改革

システム以前の問題（業務としての見直しが必要）

免許証やパスポートの更新をWebでできませんか？

確定申告が煩雑すぎる

行政業務プロセス改革とペーパーレス化

支払いの改善

公務員の意識改革を。

建築確認申請の電子化による簡素化の要望

電子手続きの普及

業務分析と住民サービスに向けた業務設計を行う事

人

国家公務員の採用枠に「情報処理技術職」をつくる

高度IT人材育成を加速させてほしい一般のIT人材

行政内のIT人材

ＩＴ学部の大学生には、手厚い奨学金を！

行政のCIOとCIO補佐官の成果の公開を

セキュリティ 電子申請での個人認証

goドメインの徹底

全ての行政システムに信頼性レベルとセキュリティレベルの表示を

インフラ整備

行政の所有する地図の電子公開化について

高速道路パーキング及び道の駅などに無線LAN環境を

ETCの活用

外字問題の解決

行政文書のデジタル化

中央省庁の１Fロビーにネット端末のテスト設置

ベンチャー育成 ＩＴベンチャーの育成と技術の保全（失敗も可とする自由な研究開発、公的機関での成果物の導入、国内技術の育成））

新製品開発を考える人に100万円配布し支援する案

注目のアイディア

ニコニコマーク2個 ポイント40点以上

ニコニコマーク1個 ポイント20点以上

☆ 21日以降でポイント10点以上

（ポイント＝賛成票－反対票）

2009年10月26日10時現在

この分類は事務局が内容を見ながら行ったもので、提案者の意図と異なる分類になっていることがあります。

また、タイトルだけでは本文の内容がわかりにくいものには（）で簡単にアイディアを要約させていただいております。

意図と異なり変更が必要な場合には事務局までご連絡をお願いいたします。

官公庁の書類は原則webに掲載(仕様書の電子的公開)
仕様書の公表

ITエンジニアの職業の創造

インターネットを利用した公共事業の入札を禁止

分権化社会と改善の原則：ECRS（国が行う業務の取捨選択）

官公庁職員の年収公開（国民による成果の査定）

指名入札の完全廃止
入札の改革

サイエンスパークの強化による産業創出

パワースポットも提供してほしい。

健康保険協会の電子申請がつかいずらい

公的検収機関の設立

US発ではなく、日本発で新たな取り組みを

国民全員にIDを

電子署名法って？（アピール不足）

電子申請と従来申請延長線上としない

個人むけの電子政府申請ﾎﾟｰﾀﾙを構築してください
電子申請の推進


